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学 位 論 文 題 目 

	アカイカ好適生息域形成メカニズムの解明と推定手法の高度化 	
	

 
国連海洋法により、排他的経済水域（EEZ）内での充分な資源の開発利用と、自国にとって必要

以上の資源を他国に利用させることが義務付けられている。わが国周辺水域の環境収容力を明らか

にするためには、従来の資源量推定法に加え、広い海域の生産環境を、短時間かつ高精度に探査で

きるリアルタイム海洋生物資源環境モニタリングシステムを開発することが必要である。また、持

続的に海洋生物資源を利用する視点や資源回復計画案の策定上からも、いつ、どこに、どのくらい

の資源が利用可能かリアルタイムで知る必要がある。	

本研究で対象としたアカイカ（Ommastrephes bartramii）は，北太平洋に広く分布し、漁業対象種

である。西部・中部北太平洋では、1994 年以降は日本の釣り漁業により 1 ～ 7 万トン前後が漁獲

され、そのうち約 0.2 ～ 2 万トンが 170°E 以東の旧流し網漁場で漁獲されている。近年は、中国

や台湾の釣り漁船も同海域で操業しており、中国船による漁獲量は 1995 ～ 2005 年には 7 ～ 13 

万トンにおよび、商業的にも生態学的にも重要な国際漁業資源である。本種は、秋生まれ群と冬―

春生まれ群に分けられ，後者は主に亜寒帯移行領域へと北上して摂餌・成長し，冬季に南下してハ

ワイ諸島周辺の亜熱帯海域で産卵することがわかっているが、その漁場形成メカニズムはいまだ完

全には理解されていない。これまでのアカイカ好適生息域の時空間変動の推定は、主に衛星リモー

トセンシングデータを海洋環境データとして用いた統計モデルの構築などによっていた。しかし、

実利用に耐えうる推定精度を確保するためのモデル修正技術の開発が必要とされていた。 

本研究は、データ同化システムで作成した再解析データを主な海洋環境データとして用いて、八

戸所属のアカイカ漁船の釣り漁獲データとの統合解析により開発したアカイカ好適生息域推定モ



デルを利用してその時空間変動を明らかにした。さらに、漁業者から提供されるリアルタイム漁獲

データを活用してモデル修正を行うことで漁業情報サービスの実利用に耐えうる漁場推定精度を

確保するための開発を目指している。本研究の目的は、次の 4つである。 (1) 冬季三陸沖海域にお

けるアカイカの漁場形成要因の解明; (2)冬季三陸沖海域におけるアカイカ好適生息域モデルとアカ

イカ資源量推定モデルとの統合化によるアカイカ漁場推定の高精度化; (3) リアルタイム漁獲デー

タが夏季北太平洋中央部海域におけるアカイカ漁場推定に与える効果の検証; (4) リアルタイム漁

獲データを用いたアカイカ好適生息域推定モデルの即時修正手法の開発。 

	 特に審査員一同が評価した点は以下の通りである。 

１．	冬季、三陸沖の漁場は、アカイカの生息可能海域は黒潮から切離した暖水渦の縁辺部に形成さ

れることを明らかにした。また、アカイカ漁場分布を精度よく再現するためには亜表層の環境

情報を取り込むことが必要であり、海洋再解析から抽出した亜表層データを好適生息域推定モ

デルに取り込むことにより、アカイカ漁場が精度よく推定できることを明らかにした。 

２．	冬季、三陸沖漁場におけるアカイカ好適生息域モデルに対して、資源変動モデルの知見を導入

する改良を加えることにより、アカイカ資源の年々変動に起因するバイアスが修正されること

でアカイカ漁場推定精度が向上することを示した。 

３．	夏季、北太平洋中央部海域におけるアカイカ好適生息域推定モデルに対して、予測対象年にお

ける漁獲データを逐次投入してモデルを更新することにより、少ないデータ数であっても現況

の情報を付加することで、効果的に漁場推定精度を向上させることができる可能性があること

を明らかにした。 

４．	漁業者からリアルタイムで提供されるアカイカ漁獲データを活用して好適生息域推定モデル

に即時修正を加える適応型モデルを開発して、夏季、北太平洋中央部海域におけるアカイカ漁

場推定に適用した。過去の観測データとリアルタイムデータを結合してモデルを逐次更新して

いくことにより、1999-2012年における各年のアカイカ漁場が安定的かつ高精度に推定できる

ことを示した。 

本研究は、データ同化モデル技術を応用して、どのようにアカイカが海洋環境に応答しているか

理解し、そのアカイカ生息域時空間モデルの開発に挑戦したものである。本研究を発展させること

により、“オペレーショナル”水産海洋学をさらに一歩進めて、この空間モデルを実際の漁業へ応

用して、効率的で持続可能な漁業の推進に貢献できることが期待される。審査員一同は、本研究が、

アカイカの生息域時空間モデリングおよび潜在的生息域分布に関する統合的な知見を得たものと

高く評価し、申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のあるものと判定した。 

 


